
マ
ー
ン
サ
ー
の
壼
頤
の
寺

立
場
を
検
討
し
た
い
。

こ
の
小
論
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
学
僧
へ
－
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
（
国
①
日
四
○
餌
目
国
・
Ｐ
・
ロ
．
呂
用
‐
旨
ご
）
に
よ
る
論
理
学
害
勺
国
目
目
四
日
胃
日
か
目
困

を
中
心
に
し
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
発
表
し
た
一
連
の
拙
稿
（
印
度
学
佛
教
学
研
究
十
四
’
二
、
十
六
’
二
・

大
谷
学
報
四
五
’
一
、
四
八
’
一
、
四
九
’
四
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
｝
」
こ
で
は
、
こ
の
論
理
学
害
の
題
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
、
、
－

マ
ー
ン
サ
ー
の
語
の
意
味
と
プ
ラ
マ
ー
ナ
（
量
）
の
定
義
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
論
理
学
書
の
性
格
及
び
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
論
理
学
的

く
わ
し
く
論
ず
る
。

勺
国
目
鯉
口
色
白
員
国
騨
ョ
鼠
（
以
下
国
己
、
）
第
一
経
は
、
四
津
国
甘
沙
日
騨
国
勢
白
目
国
日
出
（
さ
て
、
量
の
考
察
）
と
い
う
短
い
言
葉
か
ら
成
り
、

そ
れ
に
加
え
ら
れ
た
胃
己
畠
則
自
沙
（
論
）
で
は
、
ま
ず
四
昏
騨
を
説
明
し
、
つ
づ
い
て
冒
酌
目
曽
“
日
日
〕
蝕
昌
函
．
と
い
う
言
葉
の
意
味
を

ま
ず
、
頁
四
目
国
目
と
い
う
言
葉
を
①
ｑ
日
巳
○
閏
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
（
冒
呂
×
）
冒
四
（
優
れ
た
は
た
ら
き
に
ょ
っ

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
意
味

■■■■

ｌ
宅
白
．
」
』
印
Ｉ
農
岸
目
を
中
心
に
し
て
Ｉ

長

崎

法
潤
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て
、
す
な
わ
ち
箇
昌
殴
冒
疑
惑
、
四
口
目
ご
抄
ご
閉
葛
四
不
決
断
、
ぐ
ぢ
胃
冒
冒
顛
倒
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
＋
く
日
倒
（
別
す
る
）

十
（
呂
鄙
ｘ
）
四
目
道
具
。
し
た
が
っ
て
、
胃
四
目
倒
偲
と
は
、
「
疑
惑
等
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
の
の
真
理
を
識
別
す
る
最
も
力

の
あ
る
道
具
」
で
あ
る
。
胃
騨
日
脚
目
の
定
義
は
、
第
二
経
で
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
①
ご
日
○
ざ
四
○
己
な
意
味
の
み

に
と
ど
め
、
次
に
目
Ｈ
冒
騨
日
出
に
つ
い
て
述
舎
へ
る
。

日
』
日
脚
目
３
と
は
、
「
標
説
へ
定
義
、
観
察
と
い
う
か
た
ち
に
よ
っ
て
主
題
を
考
察
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の
語
の
も
つ
審
察
、
熟

考
、
研
究
の
意
味
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。
諭
書
を
書
く
場
合
の
進
め
方
に
は
三
種
あ
っ
て
、
標
説
（
ロ
＆
の
蟹
）
と
は
「
名
の
み
挙
げ
る
こ

と
で
あ
る
。
（
目
日
昌
胃
冨
目
鼻
凰
冨
Ｈ
ま
四
目
山
日
）
」
定
義
（
巨
窃
凹
冨
）
と
は
、
「
列
挙
さ
れ
た
も
の
の
特
殊
な
性
格
を
述
令
へ
る
こ
と
で
あ

る
。
（
且
昌
淫
閉
颪
の
且
厨
国
ロ
四
目
胃
日
四
ぐ
Ｐ
３
口
四
目
）
」
そ
れ
に
は
一
般
的
な
定
義
と
特
殊
な
定
義
と
が
あ
る
。
観
察
令
自
民
笛
）
と
は
、

「
定
義
さ
れ
た
も
の
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
か
く
の
如
く
で
あ
り
、
さ
に
あ
ら
ず
、
と
論
理
的
に
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
匿
爾
詳
塑
遇
四

己
四
目
詳
冨
目
ず
ぽ
四
ぐ
ゅ
は
ロ
①
昏
四
白
昼
画
蔚
『
鼻
息
も
目
鼻
魁
目
日
）
」
と
述
寒
へ
て
い
る
。
‐

と
こ
ろ
で
諭
耆
を
書
く
場
合
の
進
め
方
に
ロ
＆
の
＄
》
匿
厨
目
色
》
冒
国
廓
騨
の
三
種
を
認
め
る
の
は
、
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
に
か
ぎ
ら
ず
、

他
の
論
理
学
害
に
も
見
出
さ
れ
る
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
す
で
に
ｚ
箇
旦
号
目
遇
い
色
畠
．
巴
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
Ｚ
制
冒
Ⅱ

Ｐ

ぐ
胃
詳
時
四
白
身
ご
色
目
餌
ご
四
国
や
園
①
雷
己
伊
日
詠
国
の
目
四
烏
号
目
閏
に
も
言
及
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
目
肖
冨
Ⅱ

Ｊｃ

弓
厨
協
に
語
ら
れ
て
い
る
定
義
（
］
農
囲
冒
）
の
部
分
は
、
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
そ
れ
に
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
ま
で
類
似
し
て
い
る
。
へ

１
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
こ
の
部
分
の
説
明
に
関
し
て
は
、
正
理
学
派
の
伝
統
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ミ

ー
マ
ー
ン
サ
ー
と
は
、
論
理
学
の
伝
統
的
方
法
論
に
よ
る
研
究
と
い
う
意
味
に
な
る
。

以
上
は
、
本
来
も
つ
「
審
察
・
研
究
」
の
意
味
を
ふ
ま
え
て
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
意
味
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
、
ミ
ー
マ

ー
ン
サ
ー
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
独
特
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
あ
え
て
こ
の
語
を
用
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
さ
ら
に
、
日
割
日
脚
目
鼠
の
語
は
敬
虚
な
る
考
察
含
暑
菌
ぐ
ぢ
胃
璽
）
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
量
（
冒
曾
日
勤
ｇ
）
の
み
の
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す
な
わ
ち
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語
は
冨
茸
蟄
凰
８
国
（
敬
虐
な
る
考
察
）
の
意
味
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
何
故
に
そ
の
よ

う
な
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
の
考
察
の
み
な
ら
ず
、
ナ
ャ
の
考
察
も
含
ま
れ
、
ウ
マ
ー
ス
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
が

目
曾
＃
ぐ
胃
昏
邑
冒
悪
日
閉
昇
国
で
説
く
よ
う
に
、
そ
れ
ら
二
者
の
認
識
方
法
に
よ
っ
て
証
得
（
且
冨
盟
目
塑
）
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
証
得
と
は
、
教
授
を
ま
っ
て
↑
ジ
ャ
イ
ナ
の
七
諦
す
な
わ
ち
活
命
（
弓
幽
）
～
非
命
（
各
く
い
）
、
漏
（
剖
国
ぐ
四
）
、
縛
（
ｇ
且
冨
）
、

遮
（
閏
昌
ぐ
肖
四
）
、
減
（
ロ
其
凹
風
）
、
解
脱
（
ｇ
ｏ
厨
四
）
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語
が
目
芦
画
風
○
胃
四

の
意
味
で
あ
る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
と
ナ
ャ
と
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
↑
ジ
ャ
イ
ナ
の
真
理
の
認
識
に
結
び
つ
く
た

め
、
単
な
る
考
察
で
は
な
く
、
冨
茸
凹
急
３
国
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
、
、
－
マ
ー
ン
サ
ー
が
冨
芦
②
く
ぎ
胃
四
で
あ
る
理
由
を
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

③
④

「
さ
ら
に
、
全
人
類
の
目
的
に
お
い
て
最
上
な
る
も
の
で
あ
る
解
脱
（
目
。
肩
曾
）
Ｉ
（
解
脱
へ
の
）
方
法
と
（
そ
の
）
反
対
と
と
も

に
Ｉ
の
〔
考
察
も
こ
の
論
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
〕
こ
の
よ
う
に
（
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
は
）
敬
戻
な
る
考
察
で
あ
る
。
け
だ
し
量

の
み
の
考
察
は
、
反
対
主
張
を
否
定
す
る
結
果
に
な
り
、
単
な
る
論
争
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
（
量
の
考
察
の
み
）
を
論
じ
よ
う

⑤

と
意
図
す
る
な
ら
ば
、
（
冒
閨
目
冒
日
日
国
日
出
の
か
わ
り
に
）
『
さ
て
量
の
観
察
（
塑
曽
色
目
騨
目
騨
箇
冨
邑
《
笛
）
」
と
い
う
こ
と
が

正
に
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
弓
日
皀
・
］
．
ｅ

つ
ま
り
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
と
い
う
語
に
は
、
人
間
に
と
っ
て
量
も
重
要
な
解
脱
の
考
察
が
含
ま
れ
、
反
対
論
者
の
主
張
を
否
定
し
た

り
、
他
の
学
派
と
の
論
争
を
目
的
と
す
る
冨
邑
容
笛
と
は
異
質
の
意
味
を
含
む
。
そ
こ
で
結
論
と
し
て
、

考
察
が
こ
こ
に
お
い
て
（
こ
の
論
害
に
）
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
（
量
の
）
一
部
と
な
っ
て
い
て
、
間
違
っ
た
旨
皇
国
を
減
す

る
方
法
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
た
道
を
具
え
た
諸
の
ロ
ミ
四
（
部
分
的
観
察
法
）
の
（
考
察
）
も
〔
こ
の
論
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
お

②

り
〕
、
『
証
得
（
且
巨
盟
昌
四
）
は
胃
色
目
煙
園
と
冒
畠
四
よ
り
（
生
ず
る
）
』
と
尊
く
胃
四
富
（
ご
目
閉
く
脚
ｇ
が
言
う
〔
の
が
そ
れ

で
生
め
る
〕
。
」
〔
弔
日
．
胃
．
］
・
臼
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「
量
と
ロ
ミ
色
と
に
よ
っ
て
、
対
象
を
認
識
す
る
道
と
、
（
解
脱
へ
の
）
方
法
、
そ
の
反
対
（
輪
廻
）
と
を
含
め
て
、
解
脱
を
語
ろ

う
と
す
る
た
め
に
、
日
割
日
画
日
出
の
語
が
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
弓
目
．
］
巳
＆
〕

と
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
量
と
ヤ
ナ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
ジ
ャ
イ
ナ
の
真
理
を
認
識
す
る
か
と
い
う
問
題
、
解
脱
に
至
る
べ
き

道
、
解
脱
を
得
て
い
な
い
霊
魂
、
す
な
わ
ち
輪
廻
の
状
態
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
解
脱
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語

を
用
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
勺
日
．
は
、
単
に
論
理
学
害
に
終
る
の
で
は
な
く
、
解
脱
の
問
題
、
そ
れ
に
至
る
道
、
ジ
ャ
ィ
ナ
の

輪
廻
の
世
界
を
説
く
一
大
宗
教
書
で
あ
る
、
へ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
ウ
マ
ー
ス
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
の
目
鼻
ざ
胃
昏
目
巨
盟
冒
凹
呂
茸
騨
が
、

解
脱
と
、
そ
の
至
る
道
、
輪
廻
を
論
じ
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
の
実
践
哲
学
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
、
一
つ
の
例
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ウ
マ
ー
ス
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
の
学
説
と
結
び
つ
け
て
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
充
分
に
裏
づ
け
ら
れ
う
る
。

と
こ
ろ
で
現
存
す
る
も
９
．
で
は
、
そ
の
目
的
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
論
理
学
の
問
題
の
み
で
終
り
、
解
脱
の
問
題
に
は

何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
い
だ
い
て
い
た
輪
廻
の
世
界
観
に
つ
い
て
も
述
、
へ
ら
れ
て
い
な
い
。
固
日
．
の

⑥

現
存
し
て
い
る
部
分
は
、
構
想
し
た
全
体
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
現
存
し
な
い
部
分
で
、
こ
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
考
え
た
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
意
味
が
、
現
存
す
る
こ
の
論
害
に
お
い
て
、
充

分
に
論
じ
尽
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語
を
単
な
る
考
察
と
か
研
究
の
範
囲
を
こ
え
て
、
肩
茸
騨
ぐ
旨
胃
Ｐ
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
は
、
へ
１
マ

チ
ャ
ン
ド
ラ
の
独
創
で
は
な
く
、
す
で
に
ぐ
帥
○
騨
名
胃
』
自
陣
餌
が
同
じ
よ
う
な
解
釈
を
与
え
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

「
目
自
画
日
出
の
語
は
敬
戻
な
る
考
察
（
冒
茸
沙
凰
ｏ
胃
騨
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
考
察
が
敬
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
最

⑦

高
の
目
的
の
原
因
と
な
る
、
最
も
妙
な
る
目
的
の
決
定
を
結
果
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

人
間
の
最
高
の
目
的
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
解
脱
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
結
び
つ
く
、
す
ぐ
れ
た
目
的
の
決
定
を
も
た
ら
す
も
の
が

冨
茸
騨
急
ｏ
胃
Ｐ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
。
〈
テ
ィ
の
こ
の
解
釈
を
も
と
に
し
て
、
自
分
の
解
釈
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と
こ
ろ
で
、
、
、
－
マ
ー
ン
サ
ー
な
る
語
を
冒
冒
騨
昌
ｏ
胃
四
敬
度
な
る
考
察
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
な
考
察
で
あ
る
と
解
釈
す
る
に
至
っ
た

理
由
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
こ
の
語
の
用
法
に
つ
い
て
述
、
へ
て
お
き
た
い
。
こ
の
語
は
、
す
で
に
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
で
用
い
ら
れ
、
祭
式

の
実
行
に
つ
い
て
の
論
議
を
意
味
し
た
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
祭
事
篇
（
冒
篇
目
色
‐
厨
且
Ｐ
）
に
記
す
祭
祀
に
関
す
る
規
定
が
、
時
代
と
と
も

に
矛
盾
や
相
違
が
生
じ
、
不
明
瞭
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
規
定
を
整
理
し
、
明
ら
か
に
す
る
専
門
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
を
ミ
ー

マ
ー
ン
サ
ー
と
呼
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
祭
事
篇
の
研
究
を
属
目
目
色
‐
目
目
昌
幽
冒
閏
｝
甸
胃
く
段
‘
目
］
昌
劉
日
出
と
い
う
。
同
様
に
、
ブ

ラ
ー
フ
マ
ナ
の
知
篇
（
官
目
Ｐ
‐
厨
且
秒
）
の
研
究
も
行
な
わ
れ
、
そ
れ
を
百
圏
四
‐
口
巨
自
習
菌
四
国
倖
四
国
‐
目
］
日
曽
冨
困
と
か
国
肖
昌
昌
四
‐

胃
冒
冒
曽
ご
閏
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
は
、
討
究
↑
研
究
、
審
察
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
畠
ご
囚
と
か
３
尉
冨
と
同

義
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
後
世
の
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
基
礎
と
な
る
祭
式
の
研
究
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
来
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語
は
、
審
察
と
か
熟
考
の
意
味
で
あ
る
が
、
属
目
目
四
‐
日
』
目
倒
日
出
と
か
百
胄
国
‐
目
白
脚
日
出
と
呼
ば
れ
る

段
階
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
世
俗
的
な
討
究
と
か
審
察
で
は
な
く
、
宗
教
的
色
彩
を
お
び
た
審
察
を
意
味
し
た
は
ず
で
あ
る
。
祭
式

の
研
究
に
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
語
は
、
宗
教
的
審
察
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
目
日
曽
儲
脚
は
、
パ
ー
リ
語
で
は
ぐ
日
日
四
目
の
脚
で
あ
り
、
単
独
で
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
く
目
５
日
の
四
‐
罠
＆
］
巷
乱
騨
（
観

⑧

神
足
）
、
臼
白
煙
日
田
‐
＄
目
且
旨
（
観
三
味
）
な
ど
の
合
成
語
の
場
合
も
、
世
間
的
な
審
察
の
意
味
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
時
代
が
さ

⑨

が
る
が
、
出
目
ｇ
凰
国
の
曾
曾
留
冨
‐
冒
曾
富
国
目
に
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
に
お
け
る
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
ヨ
ー

ガ
実
修
の
過
程
に
お
い
て
次
第
に
除
か
れ
る
べ
き
心
の
諸
作
用
に
つ
い
て
述
べ
、
最
終
的
に
真
理
を
体
得
す
る
た
め
に
必
要
な
八
つ
の
智

（
且
ぐ
①
麗
々
三
国
儲
騨
》
２
閏
巨
吻
騨
》
の
国
ぐ
眉
四
》
ず
８
豈
騨
》
日
日
〕
解
目
留
〉
己
閏
］
皆
目
曰
四
宮
呉
巷
胃
冨
冒
煙
ぐ
胃
ら
を
教
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

１
１
ｌ
、
、
Ｉ
！
、

智
は
、
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
よ
っ
て
煩
悩
を
減
し
た
と
こ
ろ
に
ひ
ら
け
る
清
浄
な
智
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ミ
ー
一
、
１
ン
サ
ー
も
そ

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
語
は
、
一
方
で
は
世
間
的
な
審
察
と
か
研
究
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
た
の

を
行
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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で
あ
ろ
う
が
＄
他
方
で
は
出
世
間
的
な
審
察
と
か
宗
教
的
考
察
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
・
ハ

テ
ィ
は
、
後
者
の
意
味
を
冒
茸
ｍ
ａ
３
３
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
世
間
的
な
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
意
味
を

最
初
に
述
べ
、
次
に
出
世
間
的
な
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
は
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
の
解
釈
を
採
用
し
、
思
想
的
に
は
、
ウ
マ
ー
ス
ヴ
ァ
ー

テ
ィ
の
所
説
に
よ
り
な
が
ら
、
ジ
ャ
イ
ナ
の
解
脱
の
研
究
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。

す
で
に
国
ご
畠
皇
＆
で
は
、
量
の
語
源
に
よ
る
定
義
が
な
さ
れ
た
が
‐
イ
ン
ド
論
理
学
者
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
学
派
の
立
場
に
立
っ

て
量
の
定
義
を
し
て
き
た
よ
う
に
、
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
も
そ
の
定
義
を
与
え
る
。

「
量
と
は
対
象
の
正
し
い
決
定
知
（
函
・
日
冨
冨
吋
昏
画
三
『
ｇ
冒
）
で
あ
る
。
」
弓
ョ
．
ｍ
・
日

⑥⑤④③②①訂⑨③⑦
号
一 魚

且
肉
号
ロ
脚
箇
ず
『
嵐
①
殴
昇
『
自
己
小
国
】
＆
・
ず
冒
冨
ｚ
白
ハ
ロ
房
閏
ロ
勗
○
１
の
回
曾
］
国
○
○
丙
鈩
鴨
口
目
、
弓
○
○
国
四
》
ら
認
》
も
．
］
・

目
湧
＃
ご
画
再
毎
脚
Ｑ
巨
函
餉
日
凹
め
。
茸
、
一
房
つ

冒
胃
目
号
冨
幽
時
３
は
「
頭
に
灌
頂
を
施
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
最
上
な
る
も
の
」
と
い
う
和
訳
を
試
み
た
。

輪
廻
の
状
態
を
意
味
す
る
。

勺
Ｈ
，
Ｐ
目
自
漏
名
騨
国
一
ぷ
脚
や
］
．

拙
稿
ン
望
畠
罰
・
昌
馬
胃
自
煙
・
”
日
目
四
目
”
鯉
Ｉ
ど
昌
国
８
．
５
］
：

国
｝
勧
冒
Ｐ
画
（
つ
い
己

の
ｚ
弓
．
腸
Ｐ
ｐ
ｚ
胃
目
．
弓
．
隠
騨
シ
ｚ
］
・
篭
）
陪
司
局
員
．
召
．
置
會
ぐ
．
腱
、
ｇ
〕
い
路
①
首
．

、
昼
農
、
身
騨
‐
冒
・
④
歸
胃
四
コ
四
ａ
国
曽
●
号
岸
５
９
．
騨
君
］
計
彦
田
鼠
〔
舌
戸
且
】
●
秒
・
の
庁
房
劉
』
菅
己
貝
侭
四
吋
（
詞
い
乞
縄
）
〆
昇
昌
匡

三

君
○
房
・
目
盲
旨
璽
田
○
四
Ｃ
ｌ
（
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
十
四
巻
第
二
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（
四
国
伊
ロ
ロ
田
ゆ
く
ゆ
め
脚
】
ご
）
の
語

釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
量
の
定
義
に
お
け
る
決
定
知
（
巳
目
色
富
ゞ
）
と
い
う
語
を
解
釈
し
て
ゞ
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
決
定
知
と
は
、
疑
惑
（
８
日
留
意
）
、
不
決
断
（
震
Ｒ
ａ
耳
が
乏
搦
ご
煙
）
、
無
分
別
（
煙
く
房
己
冨
冨
）
な
る
性
格
を
離
れ
た
知
（
言
目
騨
）

で
あ
る
。
だ
か
ら
決
定
知
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
知
を
本
質
と
し
な
い
、
根
の
接
触
（
旨
骨
ご
騨
笛
目
〕
房
肖
豊
）
等
の
〔
量
で
あ
る

こ
と
が
否
定
さ
れ
〕
、
知
を
本
質
と
し
て
い
て
も
、
疑
惑
等
の
量
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
」
弓
昌
自
．
］
・
巴

と
こ
ろ
で
決
定
知
と
は
、
「
無
分
別
な
る
性
格
を
離
れ
た
知
」
で
あ
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
「
知

を
本
質
と
し
な
い
、
根
の
接
触
等
の
〔
量
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
〕
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
前
者
は
佛
教
の
量
に
対
し
、
後
者
は
正
理
学
派
の
量
に
向
け
ら
れ
た
批
判
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
目
鼻
巳
．
岳
で
は
不
決
断

（
四
国
色
ご
ゆ
く
閉
倒
ご
）
の
語
を
「
も
の
の
特
殊
な
性
格
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
言
い
、
無
分
別
も
不
決
断
に
す
ぎ
な
い
と
解

「
他
の
者
に
と
っ
て
、
第
一
刹
那
に
生
ず
る
無
分
別
な
る
も
の
は
現
量
（
冒
騨
葛
四
篇
四
）
と
い
う
量
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
も
の
も
不
決
断
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
も
特
殊
な
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
〔
勺
目
皀
息
．
ご
〕

こ
こ
で
「
他
の
者
に
と
っ
て
（
冨
周
①
笛
且
」
と
は
、
明
ら
か
に
佛
教
徒
を
さ
し
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
佛
教
で
は
、
た
と
え
ば
陳

那
が
「
現
量
と
は
分
別
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
（
冒
騨
ご
鳥
麗
目
冨
巷
凹
冒
愚
○
曾
騨
目
）
」
と
定
義
し
、
法
称
は
「
分
別
を
離
れ
、
か
つ
誤

り
の
な
い
も
の
で
あ
る
（
厨
壱
四
国
営
○
合
四
目
号
冑
自
国
目
）
」
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
量
と
は
分
別
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
無
分
別
な
る
現
量
が
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
量
と
は
対
象
の
正
し
い
決
定
知
で
あ
る
」
と
い
う
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
定
義
は
、
正
理
学
派

と
佛
教
の
量
に
対
す
る
批
判
の
上
に
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
、
両
学
派
に
対
す
る
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
論
破
の
仕
方
を
見
る

｝
」
Ｌ
」
た
」
’
し
贈
生
窄
《
ノ
｜

団
員
）
．
』
．
』
』

韻
で
は
‐
「
量
と
は
対
象
の
知
覚
の
因
で
あ
る
（
閏
昏
○
冨
巨
〕
昏
昏
鼻
烏
官
四
目
動
箇
皀
）
」
と
い
う
正
理
学
派
の
定
義
を
皿



ラ
は
、
量
の
定
義
』

釈
し
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
め
且
富
国
秒
（
因
）
な
る
語
に
よ
っ
て
、
主
格
、
目
的
格
を
除
き
、
作
具
が
量
で
あ
る
こ
と
が
確
立
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
っ
て
も
、
（
因
は
）
果
と
不
離
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
そ
の
も
の
が
最
上
の
有
効
因
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
（
知
）
の
み

が
量
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
寺
へ
き
で
あ
る
。
」
弓
目
白
◆
］
・
閉
〕

以
上
に
よ
っ
て
正
理
学
派
の
量
に
対
す
る
論
破
は
、
根
と
か
根
と
対
象
の
接
触
と
い
う
物
質
的
な
も
の
が
量
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
に

向
け
ら
れ
、
そ
れ
は
知
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド

ラ
は
、
量
の
定
義
に
あ
る
決
定
知
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
「
知
を
本
質
と
し
な
い
根
の
接
触
等
の
〔
量
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
〕
」
と
解

張
す
る
。

Ｊ＠

次
に
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
「
量
と
は
斉
合
性
の
あ
る
知
で
あ
る
（
胃
、
白
〕
習
畠
目
沙
言
め
沙
昌
く
且
二
副
口
角
日
）
・
」
と
い
う
法
称
の
定
義
を

と
り
あ
げ
、
「
斉
合
的
な
知
」
と
い
う
点
を
批
判
す
る
。

と
り
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

「
主
格
、
目
的
格
等
と
異
っ
た
具
格
が
因
舎
①
目
）
な
る
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
知
（
言
曽
国
）
そ
の
も
の
が

適
当
で
あ
る
。
根
、
あ
る
い
は
（
根
と
対
象
と
の
）
接
触
等
は
そ
う
で
は
な
い
。
実
に
、
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
対
象
が
知
覚
さ
れ
て

い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
そ
れ
（
対
象
の
知
覚
）
の
作
具
で
あ
る
。
根
、
接
触
と
い
う
原
因
の
総
体
等
が
存
在
し
て
も
、
知
が
な
け
れ

ば
そ
れ
（
対
象
の
知
覚
）
が
存
在
し
な
い
。
作
具
と
は
最
上
の
有
効
因
（
の
且
冨
冨
冨
白
砂
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
果
と
不
離
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
弓
白
白
．
］
．
閉
〕

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
根
、
あ
る
い
は
根
と
対
象
と
の
接
触
を
量
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
批
判
し
、
知
を
除
い
て
は
量
た

る
も
の
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
同
じ
く
呵
日
農
場
ｇ
で
は
、
「
量
と
は
正
し
い
覚
受
（
留
日
昌
肖
‐
四
目
号
冨
ご
ゅ
）
の
因

（
の
且
冒
目
少
）
で
あ
る
」
〔
ｚ
冨
冨
の
習
幽
も
．
己
と
い
う
団
扇
の
胃
ぐ
旦
目
の
定
義
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
も
次
の
よ
う
に
主

ワワ
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「
こ
の
場
合
も
、
も
し
知
が
無
分
別
知
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
世
間
的
は
た
ら
き
を
生
じ
え
な
い
。
さ
ら
に
汝
等
が
、
そ
れ
は
世

間
的
は
た
ら
き
を
も
っ
た
量
の
定
義
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
（
無
分
別
知
の
）
妥
当
性
は
、
ど
の
よ
う
に
〔
確
定
す
る
か
。
〕

後
に
生
ず
る
世
間
的
は
た
ら
き
を
生
じ
う
る
有
分
別
知
に
よ
っ
て
、
そ
の
（
無
分
別
知
の
）
妥
当
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
、
借
り
も

の
に
よ
る
装
飾
の
格
言
〔
の
通
り
〕
で
あ
る
。
む
し
ろ
世
間
的
は
た
ら
き
の
因
で
あ
る
有
分
別
知
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
た
労
力
が
除
か
れ
る
。
さ
ら
に
有
分
別
知
に
妥
当
性
が
な
い
場
合
、
そ
れ
に
条
件
づ
け

ら
れ
た
世
間
的
は
た
ら
き
が
、
ど
う
し
て
斉
合
性
を
も
つ
か
。
眼
病
の
人
の
認
識
の
よ
う
に
、
見
ら
れ
、
分
別
さ
れ
た
も
の
と
対
象

と
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
斉
合
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
斉
合
性
と
は
仮
設
さ
れ
た
も
の
（
巨
冒
８
日
勤
）
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
（
佛
教
徒
が
）
量
の
定
義
と
し
て
＄
仮
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
斉
合
性
を
望
む
な
ら
ば
↑
〔
斉
合
性
と
い

う
語
を
や
め
、
〕
量
と
は
決
定
知
（
昌
目
昌
騨
）
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
寺
へ
き
で
あ
る
。
」
弓
日
皀
．
］
．
閏
〕

佛
教
徒
に
対
す
る
こ
の
論
破
の
論
点
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
世
間
的
は
た
ら
き
を
も
た
な
い
無
分
別
知
に
は
妥
当
性
が
認
め

ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
正
し
い
認
識
手
段
に
は
な
り
え
な
い
。
む
し
ろ
有
分
別
知
に
だ
け
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
。
へ
き
で
あ
る
。
次
に

斉
合
性
と
い
う
点
を
と
り
あ
げ
、
有
分
別
知
に
妥
当
性
が
な
い
場
合
、
世
間
的
は
た
ら
き
と
の
間
に
一
貫
性
が
あ
り
う
る
か
。
分
別
さ
れ

た
も
の
と
対
象
と
の
一
貫
性
と
い
う
意
味
に
斉
合
性
を
用
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
眼
病
の
人
が
も
の
を
認
識
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
全
く

虚
構
の
斉
合
性
と
言
え
る
。
斉
合
性
と
い
う
言
葉
は
↑
以
上
の
よ
う
な
意
味
を
含
み
う
る
か
ら
、
不
適
当
で
あ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め

に
、
量
の
定
義
と
し
て
斉
合
性
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
定
義
の
よ
う
に
↑
量
と
は
決
定
知
で
あ
る
と
言
う
、
へ
き

と
こ
ろ
で
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
斉
合
性
と
い
う
意
味
を
「
見
ら
れ
、
分
別
さ
れ
た
も
の
と
対
象
と
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」

と
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
分
別
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
対
象
の
知
識
と
対
象
の
本
性
と
の
一
貫
性
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
に
理

解
す
る
な
ら
ば
、
眼
病
の
人
の
認
識
に
も
、
正
し
い
認
識
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
知
識
と
対
象
の
本
性
の
間
の
斉
合
性
が
あ

淀
に
、
三
里
一

子
、
渋
の
づ
っ
。

ワq
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以
上
、
正
理
学
派
及
び
佛
教
の
論
破
を
通
じ
、
へ
１
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
量
と
は
決
定
知
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
量
と
は
、
対
象
の
正
し
い
決
定
知
で
あ
る
」
と
い
う
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
定
義
は
、
正
理
学
派
と
佛
教
批
判
の
上
に
な
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

斉
合
性
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ば
か
り
で
な
く
、
ア
カ
ラ
ン
カ
も
そ
の
よ
う
に
解
し
聯
「
眼
病
の
害
を
う

②

け
た
認
識
は
、
月
等
に
対
し
て
は
、
斉
合
性
の
あ
る
量
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
カ
ラ
ン
カ
の
場
合
に
は
、
法
称
の
影
響

を
う
け
て
、
量
と
は
斉
合
性
の
あ
る
知
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
こ
の
よ
う
に
述
、
へ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
こ

れ
を
過
失
と
見
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
斉
合
性
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
も
成
立
す
る
か
ら
、
こ

の
言
葉
を
量
の
定
義
に
用
い
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
と
論
破
し
た
の
で
あ
る
。③

ア
ヵ
ラ
ン
ヵ
は
、
ジ
ャ
ィ
ナ
の
伝
統
に
従
っ
て
量
を
定
義
す
る
と
と
も
に
、
法
称
の
影
響
を
う
け
て
、
「
量
と
は
斉
合
性
の
あ
る
知
で

④

あ
る
。
以
前
に
知
ら
れ
て
い
な
い
対
象
を
得
る
相
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
ア
カ
ラ
ン
カ

の
こ
の
定
義
に
対
し
て
何
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
ア
ヵ
ラ
ン
カ
の
暖
昧
な
態
度
に
対
す
る
批
判
も
、
法
称
批
判
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
／
か
。

ｈ
ノ
》
つ
る
。

④③②①訂

』
ロ
〕
（
｛
・
画
で
．
］
司

毎
里
秒
の
騨
昌
へ
一

Ｂ
■

〆

勺
Ｈ
Ｐ
目
自
民
弓
脚
鼻
は
斥
騨
い
鍔

疹
炭
の
旨
画
弄
四
ｍ
Ｈ
閏
昇
底
鼻
Ｈ
④
〕
四
命
昼
哩
蝕
票
声
冒
四
．
○
尺
四
国
斤
豈
四
日
”
国
〉
届
》
堤
〆
宮
口
①
ａ
ゆ
ず
四
口
ｉ
ｎ
巴
（
旨
詐
四
』
ｇ
＄
）
ロ
韓

（
シ
岸
）
冨
冒
員
〕
働
昌
出
君
津
』
】
少
の
庁
四
恥
妙
国
自
己
シ
め
黛
扉
鼻
蚤
鞭
昌
〉
ｚ
－
Ｈ
，
旨
皇
国
め
騨
唄
員
》
団
○
昌
一
慰
己
』
）

■
固

●
■

ニ
コ
ー

岸
へ
○
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結
論
を
先
に
述
寺
へ
れ
ば
、
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
こ
の
伝
統
的
な
量
の
定
義
も
間
違
い
で
は
な
い
、
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
、
ぐ
煙
‐

冒
昌
畠
四
は
す
ゞ
へ
て
の
知
識
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
の
く
煙
冒
目
煙
冒
を
証
明
す
る
た
め
に
勺
日
皇
．

号
届
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
要
約
を
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
私
は
瓶
を
知
る
」
と
い
う
認
識
に
お
け
る
主
観
（
冨
禺
目
）
と
客
観
（
冨
周
日
騨
）
と
の
よ
う
に
、
知
識
言
壱
ｇ
も
ま
た
照
ら
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
知
識
自
身
が
知
ら
れ
て
い
な
い
者
に
は
、
対
象
が
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
お
こ
ら
な
い
。
そ
れ
と
は
別
の

知
識
に
よ
っ
て
自
己
の
決
定
知
が
お
こ
る
可
能
性
も
な
い
。
別
の
知
識
は
ま
た
、
そ
れ
自
体
知
覚
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
問
題
の
最
初

の
知
識
を
知
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
別
の
第
三
番
目
の
知
識
を
予
想
す
る
場
合
、
第
四
、
第
五
～
第
六
と
無
限
に
遡
及
す
る
無
窮

（
巴
〕
“
ぐ
儲
昏
倒
）
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
知
識
に
自
己
の
決
定
知
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
対
象
を
知
る
こ
と
か
ら
、
自
己
の

決
定
知
が
知
ら
れ
る
場
合
、
相
互
依
存
（
四
目
○
国
鼠
欝
畠
幽
）
の
過
失
に
お
ち
い
る
。

さ
ら
に
、
「
対
象
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
対
象
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
義
準
量
に
よ
っ
て
も
自
己
決

ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
「
対
象
の
正
し
い
決
定
知
」
と
量
を
定
義
し
た
の
に
対
し
、
彼
以
前
の
ジ
ャ
イ
ナ
の
学
僧
は
、
そ
の
よ
う
な
定

①

義
を
な
し
て
い
な
い
。
望
目
冨
、
①
口
勤
は
、
「
量
と
は
自
体
を
照
ら
す
知
で
あ
る
。
（
官
煙
自
習
四
目
の
く
四
冒
国
冒
閑
こ
倒
昌
騨
目
）
」
と
定
義

②

し
、
ア
ヵ
ラ
ン
ヵ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
伝
統
的
な
定
義
を
否
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
劃
身
目
色
目
色
も
「
量
と
は
自
他
の

③

確
定
を
本
質
と
す
る
知
で
あ
る
。
（
の
ぐ
閏
昏
四
ぐ
窟
ぐ
尉
昌
騨
目
騨
冨
日
言
が
目
色
日
目
色
日
脚
億
日
）
」
と
言
い
、
ぐ
倒
昌
ロ
①
く
尉
胃
』
も
「
量
と

ｅ

は
自
他
の
確
定
知
で
あ
る
。
（
の
く
四
冨
国
昌
四
ぐ
閉
昌
こ
員
目
色
昌
官
勢
冒
圏
四
目
）
」
と
い
う
定
義
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
伝

統
的
な
定
義
で
は
、
自
己
の
決
定
知
（
い
く
Ｐ
日
日
畠
四
）
も
量
の
定
義
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
こ
の
点
に
関
し
＄
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

聖！
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定
知
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
も
の
は
知
識
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
知
識
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
義
準
量
自
身
令
知
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
義
準
量
が
他
の
義
準
量
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
別
の
知
識
を
立
て
る
な
ら
ば
、
無
窮
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
知
識
に
は
、
対
象
を
知
る
と
い
う
こ
と
と
同
様
に
；
自
己
決
定
知
が
そ
な
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
知
識
に
は
自
己
決
定
と
い
う
は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
自
身
が
知
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
知
識
の
対
象
で
あ

る
と
言
え
る
。
そ
の
場
合
、
知
識
は
瓶
な
ど
の
対
象
の
よ
う
に
、
知
識
で
は
な
く
な
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
当
然
出
て
く
る
。

し
か
し
知
識
は
知
識
と
し
て
の
み
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
自
己
認
識
に
お
い
て
知
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
知
識
の
対
象
と
な
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
知
識
の
一
面
で
あ
っ
て
、
瓶
等
の
よ
う
な
対
象
物
に
は
な
り
え
な
い
。
対
象
に
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
知
識
で
あ
り
、

知
識
自
身
に
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
知
ら
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
知
識
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
た
か

も
自
分
の
父
親
と
自
分
の
子
供
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。
同
一
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
の
父
親
と
の
関
係
に
お
い
て
は

自
分
は
子
供
で
あ
る
し
、
自
分
の
子
供
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
自
分
は
親
と
な
り
う
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
比
量
に
よ
っ
て
も
自
己
認
識
（
男
ら
の
色
目
ご
＆
沙
口
騨
）
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
諭
式
で
示
せ
ば
次
の
よ
う
に

な
るさ

(因)(宗）ら
に

÷FL一、

ｊ宗
知
識
は
、
（
自
己
を
）
照
ら

くｊ因
照
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
か

くｊ職
灯
火
の
如
し
。

く

対
象
の
知
識
で
あ
る
か
ら

知
識
は
自
己
を
照
ら
す
も
の
で
あ
る

照
ら
し
て
い
る
場
合
の
み
、
対
象
を
照
ら
す

る
か
ら
今
雨
昌
肉
詠
昌
【
胃
く
ぎ
）
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「
感
官
知
の
自
己
認
識
は
感
官
現
量
に
、
意
よ
り
生
ず
る
楽
等
の
自
己
認
識
は
意
現
量
に
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
現
量
の
自
己
認
識
は
ヨ

ー
ガ
行
者
の
現
量
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
記
憶
等
の
自
己
認
識
は
意
知
覚
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
別
に
自
己
認
識
と
い

う
名
の
現
量
は
な
い
か
ら
、
〔
現
量
の
種
類
と
し
て
〕
分
け
て
語
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
」
忌
日
自
皀
．
認
〕

す
な
わ
ち
佛
教
の
よ
う
に
現
量
の
種
類
と
す
る
立
場
に
反
対
し
、
自
己
認
識
は
そ
れ
ぞ
れ
の
知
誠
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
は

自
己
の
決
定
知
す
な
わ
ち
自
己
認
識
は
す
、
へ
て
の
知
識
に
存
在
す
る
と
い
う
考
え
に
立
て
ば
、
当
然
自
己
認
識
と
い
う
名
の
現
量
は
な
い

こ
の
第
三
ス
ー
ト
ラ
に
続
く
も
自
虐
」
・
園
で
は
、
自
己
の
決
定
知
は
疑
惑
等
の
量
で
は
な
い
も
の
に
も
存
在
す
る
と
記
し
、
す
調
へ

て
の
知
識
に
あ
る
か
ら
、
量
の
定
義
中
に
加
え
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
の
先
輩
諸
学
者
が
そ
れ
を
定
義

中
に
入
れ
た
の
は
、
初
心
者
の
た
め
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
、
自
派
の
定
義
を
守
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
が
、
批
判
し
て
い
る
こ
と

⑥

周
知
の
如
く
佛
教
で
は
現
量
を
四
種
に
分
け
、
そ
の
中
に
ｍ
ご
ｍ
勗
胃
目
①
３
国
画
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
へ
１
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

に
は
間
違
い
な
い

ｊ

⑤

職
凡
そ
自
己
を
照
ら
す
こ
と
の
な
い
も
の
は
、
対
象
の
知
識
で
は
な
い
。
瓶
の
如
し
。

く
以
上
に
よ
っ
て
知
識
に
自
己
の
決
定
知
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
こ
の
証
明
の
過
程
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
比
量
に
よ

る
証
明
を
語
る
と
こ
ろ
で
、
、
く
畠
〕
員
箇
冒
と
い
う
語
の
か
わ
り
に
の
く
幽
圏
ョ
く
①
§
邑
騨
（
自
証
、
自
己
認
識
）
を
用
い
て
い
る
こ
と
て
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ぐ
四
目
目
昌
創
と
は
自
己
認
識
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
で
は
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
何
故
に
伝
統
的
な
量
の
定
義
に
従
っ
て
、
量
の
定
義
中
に
ぬ
ぐ
四
日
目
騨
冒
を
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
自
己
の
決
定
知
は
、
た
と
え
あ
っ
て
も
、
定
義
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
〔
そ
れ
は
〕
量
に
あ
ら
ざ
る
も
の
に
も
あ
る
か
ら
で
あ

つ
（
哩
○
」
〔
勺
国
〕
・
の
ｏ
胃
目
胃
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⑦

こ
と
に
な
り
、
感
官
現
量
、
意
現
量
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
現
量
に
そ
れ
ぞ
れ
自
己
認
識
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
カ
ラ
ン
カ
は
法
称
の
影
響
を
う
け
て
、
「
量
と
は
斉
合
性
の
あ
る
知
で
あ
る
。
以
前
に
知
ら
れ
て
い
な
い
対
象
を
得
る
相
を
有
す
る

か
ら
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
僧
筥
幽
昌
ご
ｐ
ロ
四
目
旨
も
「
自
己
及
び
前
に
知
ら
れ
な
い
対
象
の
決
定
を
本
質
と
す
る
知
が

①

量
で
あ
る
。
（
⑳
ぐ
砦
胃
ぐ
胃
昏
四
ぐ
冠
四
ぐ
患
ご
騨
日
沙
冨
昌
言
Ｐ
ｐ
Ｐ
日
冒
自
鼠
冨
日
）
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
量
と
は
、
以
前
に
知
ら
れ
な

い
対
象
を
知
る
知
の
み
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
立
場
は
次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
る
。

「
〔
未
来
に
〕
把
捉
さ
れ
る
も
の
を
把
捉
す
る
よ
う
に
、
す
で
に
把
捉
さ
れ
た
も
の
を
把
捉
す
る
の
も
量
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
」

註①
ｚ
乱
乱
ぐ
ゅ
３
国
］
．

く
く

②
楊
冨
盲
目
國
唱
巴
邑
〕
騨
笥
畠
騨
』
や
弓
．

③
目
鼻
耳
目
昏
鼠
旨
冨
＆
昌
冨
、
具
ぐ
昼
圃
匡
幽
己
含
曾
、
四
日
目
』
ａ
、
毘
岳
屍
）
］
・
己
．
弓
．

④
国
Ｐ
冒
昌
］
四
‐
］
〕
豊
四
‐
国
茸
乱
旨
圃
匿
冒
圃
目
．
具
ご
ロ
島
ロ
⑦
ぐ
騨
些
目
（
国
〕
〕
弓
畠
ゞ
己
亀
）
胃
．

⑤
以
上
が
甸
日
自
虐
．
后
の
要
旨
で
あ
る
。

⑥
ｚ
箇
箇
豆
且
ロ
門
司
１
国
．
国
．
困
四
ご
四
目
餌
“
睡
渥
冒
首
○
目
鼻
］
○
ロ
庁
。
国
巨
且
冒
牌
甸
巨
冒
印
○
哩
喝
（
旨
の
目
○
』
晶
○
津
胃
屏
↑
ｏ
巳
ご
○
旨
Ｌ
①
芹
①
風
．

尻
ぐ
Ｃ
８
口
昌
ぐ
①
刷
拝
詞
ｚ
○
．
己
』
ご
霞
）
や
』
刃

ｔ

⑦
な
お
集
量
論
の
自
証
説
に
関
し
て
は
、
山
口
益
博
士
の
「
佛
教
に
お
け
る
無
と
有
と
の
対
論
」
（
弘
文
堂
書
房
）
二
七
三
’
三
六
二
に
詳
し
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

〔
勺
日
◇
の
閨
く
〕

五
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続
く
弓
目
白
鼻
届
で
は
、
把
捉
さ
れ
た
も
の
を
把
捉
す
る
認
識
も
正
し
い
認
識
手
段
で
あ
る
こ
と
を
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
言
う
号
四
ぐ
冒

（
実
体
）
と
富
ご
騨
冒
（
様
態
）
と
い
う
点
か
ら
逆
説
的
に
証
明
し
よ
う
と
す
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
哲
学
に
よ
れ
ば
、
号
騨
ぐ
葛
と
は
も

の
の
本
性
で
あ
り
、
そ
の
真
の
相
に
お
い
て
は
永
遠
不
滅
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｅ
ご
倒
置
と
は
、
現
実
に
現
わ
れ
て
い
る
号
騨
ぐ
苫

②

の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
は
減
す
る
。
そ
こ
で
、
す
で
に
把
捉
し
た
も
の
を
把
捉
す
る
連
続
的
認
識
が
冨
ｑ
身
騨
に
関
係
す
る
場
合
、
そ
れ
は

す
で
に
把
捉
せ
る
も
の
を
把
捉
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
成
立
し
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
勺
包
曼
身
騨
は
刹
那
減
で
あ
る
か
ら
、
認
識

し
た
同
じ
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
で
は
連
続
的
認
識
が
実
体
を
認
識
す
る
と
す
る
な
ら
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
も
不
適
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
実
体
は
常
住
で
あ
り
、
同
一
性
で
あ
る
た
め
に
、
す
で
に
認
識
さ
れ
た
も
の
と
未
来
に
認
識
さ
れ
る

も
の
の
状
態
と
の
間
に
は
全
く
区
別
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
知
る
認
識
が
量
で
あ
り
、
す
で
に
知
ら
れ

た
も
の
を
知
る
認
識
が
、
ど
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
量
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
、
す
で
に
知
ら
れ
た
も
の
を
知
る
認

識
も
正
し
い
認
識
手
段
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

さ
ら
に
色
ぐ
品
目
冒
等
は
、
前
の
知
に
よ
っ
て
把
捉
し
た
も
の
を
後
の
知
が
把
捉
す
る
と
は
い
え
、
量
で
あ
る
。
餌
ぐ
晶
国
宮
（
漠
然

た
る
知
覚
）
、
号
四
（
認
識
の
意
欲
）
、
騨
冨
菌
（
判
断
）
、
昏
倒
“
園
（
意
識
の
保
持
）
と
は
、
認
識
の
過
程
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の

知
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
対
象
を
と
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
上
に
よ
り
未
来
に
把
捉
す
る
も
の
を
把
捉
す
る
認
祇
と
同
様
に
、
す
で
に
把

③

捉
さ
れ
た
も
の
を
把
捉
す
る
認
識
も
正
し
い
認
識
手
段
で
あ
る
。

②①註②
金
倉
円
照

司
』
。
『
皿
］
四
国
Ｐ

③
哨
日
皀
皀

勺
、
肖
房
凱
冒
旨
室
〕
韓
‐
圏
可
騨
へ
国
言
匡
弓
讐
の
ｏ
Ｐ
冒
昌
ｇ
〕
ｚ
①
君
ｍ
の
国
（
出
〕
Ｚ
（
）
．
届
ｇ
》
○
己
２
ば
ゅ
ｇ
ｓ
）
岸
声

〆

金
倉
円
照
「
印
度
精
神
文
化
の
研
究
」
二
三
八
頁
の
・
旨
○
○
冨
骨
①
》
、
目
の
言
冒
②
国
邑
ｃ
ｍ
ｇ
身
（
誌
ｚ
○
コ
‐
診
言
〔
）
冒
爵
目
（
国
颪
罵
言
昌
塑
颪
‐

』
ぐ
塾
、
昌
口
吋
巨
ｚ
月
蝕
は
○
巨
叩
．
「
ゆ
旨
四
の
①
嵐
①
の
ｚ
ｏ
．
ご
ロ
届
Ｐ
扇
・
］
割
の
鳶
．
弔
日
．
岸
房
ご
い

く
：

一
丁
ト
こ
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